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巻頭図版（1）

1．本庄遺跡0509調査地点調査区全景

2．本庄遺跡0509調査地点18.33号溝全景





序文

熊本市内外に複数ある熊本大学のキャンパスの土地はいずれも埋蔵文化財包蔵地、つまり遺跡であ

る。本荘キャンパスは本庄遺跡として知られ、県下でも有数の大江遺跡群に隣あう。黒髪キャンパス

は、弥生時代の土器である黒髪式の標識遺跡として学史上知られる黒髪町遺跡群のなかにある。黒髪
二かいえき あきたぐんぐんじたけるべのきみ

キャンパスは、延喜式に登場する「蚕養駅」および旧飽田郡家（飽田郡郡司建部公の居所）の候補地

でもあり、肥後国府の所在とともに古代史研究上の要所とされる。幸いなことにこの一帯は学校敷地

の故に近代化および戦後復興の開発から免れ、地下の歴史がほぼ保存されてきた。ただこれも本学の

開発に伴って年々破壊を余儀なくされている。せめてその姿を学術的に記録しようというのが本学の

発掘調査であり、報告書を刊行して調査終了となる。

本書は2005年、2007年、2009年、2010年に実施した2地区計4件の発掘調査（黒髪北地区1件、本

荘北地区2件、京町地区1件）の成果を収めたものである。

黒髪北地区では、20年来の調査で竪穴住居のある古代集落の様子が明らかになってきた。人びとは、

立田山の麓に広がる集落で、白川を遠眺しながら生活していたことだろう。調査を通して、黒髪北

キャンパスがいくつもの河岸段丘を整地した土地に広がっていることも改めて確認された。

本荘北地区では、敷地南側で古墳時代中期から古代にかけての集落の移り変わりが明らかになって

きた。律令の時代、本荘一帯でも宮都にならってほぼ南北・東西方向の溝が通され、公的施設と一般

的な住居を分けた街づくりがおこなわれたようである。その姿が大型建物の有無などによって少しず

つ具体化し始めている。

京町地区では、1994年と、2000年以来の本格的な発lⅢ|洲査で、これまで知られた弥生人に加えて、

古代人の姿も見え始めた。いつぽう弥生人の生活の痕跡の範囲は、予想を越えて広がりつつある。果

たして環濠をめぐらせた弥生時代の集落が台地に残っているだろうか。今後の調査成果に期待しよう。

構内遺跡の発掘調査を開始して22年目の春を迎える。モザイク状だった調査成果が、それぞれの

キャンパスで徐々に形をなし始めた。開発事業と適切に調整をとりながら、地域の歴史を復元する努

力を今後も地道に継続してゆきたい。

本書の刊行物にあたり、ご尽力くださった学長をはじめ、センター運営委員会委員各位、施設担当

各位に厚く御礼申しあげる。

平成28年2月25日

｜玉|立大学法人熊本大学埋蔵文化財調査センター

センター長木下尚子
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